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1. 当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する説明 

当第１四半期におけるわが国の経済は、昨年来の政府の経済政策や日本銀行の金融政策により、全

体では緩やかな景気回復基調が継続しましたが、本年４月施行の消費増税の影響等により、やや停滞

した状況で推移いたしました。 

このような経済環境のもと、当社グループの業績につきましては、補聴器ユーザーの購買動向が比

較的低価格帯製品に推移したことなどにより売上高が減少しましたが、微粒子計測器において国内外

の設備投資が継続し売上高が増加したことから、全体ではほぼ前年同期並みの売上高を確保しました。

一方、利益面では、比較的利益率の高いオーダーメイド補聴器の売上高に占める割合が低下したこと

などから、 高益を更新した前年同期実績までには及びませんでした。 

当第１四半期累計期間の業績を前年同期と比較しますと、次のとおりとなります。 

（金額単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間
 (自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
 (自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

増減 
増減率 
（％） 

売上高 4,119 4,103 △16 △0.4

営業利益 394 321 △72 △18.4

経常利益 408 329 △79 △19.4

四半期純利益 246 188 △58 △23.6

 

セグメントごとの業績は次のとおりであります。 

 

(医療機器事業) 

補聴器では、平成26年２月に投入した当社 上位クラスのマジェスシリーズのオーダーメイド補聴

器「スーパーミニカナール極（きわみ）」タイプを軸に販売増加に努めましたが、売れ筋製品が比較

的低価格帯製品にシフトしたことなどから補聴器全体の売上高は減少しました。医用検査機器では、

前期から引き続き医療機関での買い替え需要が継続し、主力である診断用オージオメータ、インピー

ダンスオージオメータが好調に推移したほか、新生児聴覚スクリーニング用自動ＡＢＲ検査機器の新

製品等の販売が増加しました。 

これらの結果、医療機器事業全体では補聴器での落ち込みを医用検査機器でカバーするまでには至

らなかったことから前年同期と比べて減収減益となりました。 

 

(環境機器事業) 

音響・振動計測器では、産業計測市場において自動車関連産業での設備投資が活発であったほか、

高速道路、ダム等のインフラ関連市場で地震計の販売が増加したものの、汎用の騒音計・振動計の販

売がやや停滞し、前年同期の売上高には若干及びませんでした。微粒子計測器では、前期から引き続

き国内外における半導体関連産業の設備投資が活発であったことに加え、国内の医薬食品関連産業で

は液中微粒子計の販売が堅調に推移したことなどから売上高が増加しました。 

これらの結果、環境機器事業は前年同期と比べて増収増益となりました。 
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当第１四半期累計期間のセグメントごとの業績を前年同期と比較しますと、次のとおりとなります。 

（単位：百万円） 

セグメントの名称 

売上高 営業費用 営業利益 

26年３月期 
第１四半期 

27年３月期
第１四半期

増減 
26年３月期
第１四半期

27年３月期
第１四半期

増減 
26年３月期 
第１四半期 

27年３月期
第１四半期

増減 

医療機器事業 2,684 2,590 △94 2,325 2,353 28 359 236 △122

環境機器事業 1,434 1,513 78 1,399 1,428 28 34 85 50

計 4,119 4,103 △16 3,725 3,782 56 394 321 △72

 

(2) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

医療機器事業では、補聴器において、本年７月に普及価格帯の新製品「リオネットクラッセ」を発

売したほか、防水補聴器のラインナップを拡充し、販売台数の増加を図ってまいります。医用検査機

器は、昨年発売した耳鼻咽喉科開業医向け新製品を中心に新規開業案件を着実に捕捉するとともに、

周産期市場では自動ＡＢＲ検査機器の新製品の販売に注力してまいります。 

環境機器事業では、音響・振動計測器において、下期以降、国内の設備投資需要が継続するものと

予想しており、売上高の増加を見込んでおります。微粒子計測器では、国内の医薬関連市場でシステ

ム関連製品の受注を見込んでいるほか、再生医療現場においても一定の設備投資があるものと考えて

おります。海外の半導体関連市場では、スマートフォンやタブレット端末産業等での電子デバイス関

連の需要が継続するものと見込まれることから、販売が順調に推移するものと考えております。 

上期及び通期の連結業績予想につきましては、第２四半期以降の売上高が第１四半期の減収を補う

ものと考えられることから、平成26年４月30日に公表した数値を変更しておりません。 

 

2. サマリー情報(注記事項)に関する事項 

(1) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(会計方針の変更) 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基

準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成

24年５月17日。以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付

適用指針第67項本文に掲げられた定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務

及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基

準へ変更しております。割引率の決定方法についても、割引率決定の基礎となる債券の期間について

従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期

間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、

当第１四半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響

額を利益剰余金に加減しております。 

この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が458,424千円増加し、利益剰

余金が295,041千円減少しております。なお、損益に与える影響は軽微であります。 
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

(継続企業の前提に関する注記) 

該当事項はありません。 

 

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記) 

該当事項はありません。 

 

(セグメント情報) 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日) 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

 
 
 

報告セグメント 
調整額 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 医療機器事業 環境機器事業 計 

売上高  

(1) 外部顧客への売上高 2,684,928 1,434,849 4,119,778 ― 4,119,778

(2) セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

― ― ― ― ―

計 2,684,928 1,434,849 4,119,778 ― 4,119,778

セグメント利益 359,081 34,990 394,072 ― 394,072

(注) セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 
 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日) 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

 
 
 

報告セグメント 
調整額 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 医療機器事業 環境機器事業 計 

売上高  

(1) 外部顧客への売上高 2,590,166 1,513,424 4,103,590 ― 4,103,590

(2) セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

― ― ― ― ―

計 2,590,166 1,513,424 4,103,590 ― 4,103,590

セグメント利益 236,279 85,104 321,384 ― 321,384

(注) セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 
 

２ 報告セグメントの変更等に関する事項 

「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 (1) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正

再表示」に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変

更したことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しておりま

す。 

なお、当該変更が当第１四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。 
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